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太
平
洋
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
防
備
の
北
方
錨
地
と
し
て
ア
ラ
ス
カ
は
米
大
陸
防
瀬
上
、
異
常
な
る
戦
略
的
役
割
を
果
す
運
命
に

　
［
註
］

あ
る
。
現
在
の
計
書
に
は
ア
ラ
ス
カ
の
各
地
方
に
於
け
る
陸
軍
飛
行
場
、
海
軍
航
室
基
地
、
潜
水
艦
基
地
及
び
共
他
の
軍
事
的
設

備
を
設
定
叉
は
鑛
了
す
る
の
に
約
五
千
萬
弗
の
費
用
を
必
要
と
す
る
。
此
の
費
用
の
中
、
陸
軍
に
千
七
百
二
十
萬
弗
、
海
軍
に
千

七
百
十
二
萬
五
千
弗
、
合
計
三
千
四
百
三
十
二
萬
五
千
齢
が
既
に
充
當
さ
れ
た
。
然
し
な
が
ら
、
此
等
の
準
備
も
、
ア
ラ
ス
カ
が

一
年
申
容
易
に
防
禦
さ
れ
、
利
用
さ
れ
得
る
、
頼
る
べ
き
鍮
逡
方
法
に
依
り
合
衆
國
と
連
絡
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
殆
ど
無
償

値
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
實
際
に
民
間
で
あ
ら
う
と
軍
で
あ
ら
う
と
ア
ラ
ス
カ
の
居
佳
者
に
依
っ
て
消
費
さ
れ
る
凡
て
の
物
資

は
、
現
在
墨
入
さ
れ
て
る
る
。
そ
し
て
此
の
歌
態
は
少
く
と
も
武
器
、
軍
需
品
及
び
軍
需
賛
材
一
般
に
關
す
る
限
り
欄
績
す
る
筈

で
あ
る
。
わ
が
國
と
ア
ラ
ス
カ
の
交
通
線
を
改
良
し
確
保
す
る
の
問
題
は
、
從
っ
て
最
も
重
婁
に
し
て
緊
急
で
あ
る
問
題
の
　
つ



で
あ
る
。
現
在
合
衆
望
及
び
ア
ラ
ス
カ
間
の
交
通
は
、
汎
米
航
室
耳
翼
に
依
っ
て
シ
ア
ト
ル
か
ら
、
或
は
ユ
ー
コ
ン
、
サ
ザ
ン
航

塞
鳥
撃
に
依
っ
て
エ
ド
モ
ン
ト
ン
及
び
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
蓮
ば
れ
て
み
る
郵
便
、
貨
物
及
び
乗
客
を
除
い
て
は
凡
て
海
路
に
依

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
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ア
ラ
ス
カ
の
北
海
岸
は
七
、
八
、
九
の
三
ヶ
月
聞
は
航
行
に
適
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
船
舶
が
七
月
一
喫
以
前
に
バ
獄
一
岬
を

廻
る
事
は
一
八
八
九
年
か
ら
五
十
飴
年
の
申
、
僅
か
に
十
ケ
年
位
し
か
出
世
な
か
っ
た
。
共
の
上
、
そ
の
中
二
、
三
年
は
氷
は
バ

織
1
か
ら
全
然
移
動
す
る
事
が
出
來
な
か
っ
た
か
或
は
移
動
が
極
め
て
遅
か
っ
た
が
た
め
に
、
船
舶
は
通
過
す
る
努
力
を
止
め
て

了
つ
た
の
で
あ
る
。
パ
ロ
ー
岬
か
ら
ホ
ー
プ
岬
に
至
る
西
南
海
岸
は
、
通
例
、
航
行
時
期
が
も
う
少
し
早
く
來
り
、
閉
鎖
時
期
が

も
う
少
し
邊
く
な
る
。

　
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
の
南
方
に
昇
る
西
海
岸
の
ノ
ー
ム
で
は
普
通
船
の
第
叫
便
は
五
月
中
に
到
着
し
最
絡
便
は
普
通
十
月
二
十
五

日
と
十
一
月
五
日
と
の
聞
．
に
出
る
。
然
し
ノ
ー
ム
は
港
外
錨
地
に
過
ぎ
な
い
。

　
ボ
ー
ト
・
ク
ラ
レ
ン
ス
の
港
i
合
衆
國
全
部
の
艦
隊
を
牧
歯
す
る
に
充
分
な
だ
け
廣
い
が
、
潤
内
の
波
が
屡
々
高
い
か
ら
絵
リ
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閥
六

に
竜
馬
す
ぎ
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
一
は
ノ
ー
ム
よ
り
幽
く
開
港
し
閉
鎖
は
其
よ
り
小
し
早
払
。
ポ
ー
ト
・
ク
ラ
レ
ツ
ス
の
奥
に

あ
る
テ
ラ
ー
の
素
蓋
し
い
小
港
は
、
小
船
舶
の
み
が
利
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
活
動
期
は
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
短
い
。
そ
れ
よ
り

す
つ
と
南
の
セ
ン
峯
・
、
・
、
カ
エ
ル
は
、
追
っ
て
述
べ
る
特
別
な
る
方
法
に
依
っ
て
利
用
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
開
港
期
間
は
殆

ん
ど
ノ
ー
ム
と
同
じ
で
あ
る
Q
セ
ン
ト
・
ミ
カ
エ
ル
は
ユ
ー
コ
ン
河
口
に
最
も
近
い
港
で
あ
る
。
こ
の
河
は
、
南
の
隣
河
な
る
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

ス
コ
ク
ウ
イ
ム
河
よ
り
夏
の
温
度
が
日
蔭
で
屡
々
九
十
度
以
上
に
昇
り
、
時
に
百
度
に
さ
へ
達
す
る
所
の
、
其
の
出
歯
な
る
流
域

で
累
積
し
た
熱
の
爲
に
、
少
細
長
い
時
期
利
用
出
採
る
。
ユ
ー
コ
ン
河
の
三
角
洲
は
叫
般
に
其
の
上
流
の
主
流
が
凍
る
前
二
、
三

週
の
十
月
の
第
一
週
の
間
に
凍
結
し
て
了
ふ
◎
之
等
の
面
識
は
凡
て
重
要
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
ア
ラ
ス
カ
の
北
部
及
び
西
部

の
海
岸
が
一
ケ
年
の
激
ケ
月
の
み
汽
船
に
依
て
容
易
に
接
近
し
得
る
と
い
ふ
慕
か
ら
観
て
、
之
等
の
事
實
は
ア
ラ
ス
カ
の
大
部
分

に
供
給
す
る
際
に
伴
ふ
、
重
大
な
る
問
題
を
提
示
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
困
難
を
輻
減
す
る
唄
つ
の
方
策
は
、
上
に
言
及

し
た
「
特
別
方
法
」
を
利
用
す
る
事
で
あ
る
◎

　
ソ
ビ
エ
ッ
ト
は
氷
の
歌
態
及
び
動
き
を
報
告
す
る
爲
に
、
海
を
偵
察
す
る
飛
行
機
と
雑
器
し
て
働
く
所
の
、
極
地
海
岸
に
沿
っ
た

無
藪
の
海
岸
観
測
所
の
組
織
を
獲
達
さ
せ
た
。
ア
ラ
ス
カ
海
面
に
於
て
は
船
舶
は
同
檬
に
、
薄
い
或
は
弛
ん
だ
氷
或
は
氷
群
の
最

も
航
行
に
適
す
る
間
隙
を
利
用
す
る
様
に
常
に
指
岡
を
受
け
る
。
北
ア
ラ
ス
カ
海
で
行
は
れ
る
交
易
の
時
期
は
斯
く
し
て
航
行
の

安
全
性
が
増
大
さ
れ
る
と
同
時
に
擾
張
さ
れ
る
◎
ソ
ビ
エ
ッ
ト
奄
毒
心
邊
船
除
に
随
行
す
る
の
に
張
力
な
る
碑
氷
船
を
用
ふ
る
◎

そ
し
て
此
の
事
實
は
航
行
時
期
を
長
く
し
安
全
を
保
即
す
る
に
助
け
と
な
る
。
斯
様
な
特
殊
船
は
主
と
し
て
ホ
ー
プ
岬
の
南
に
當



　
る
海
面
に
於
て
有
用
で
あ
り
南
に
行
く
に
つ
れ
て
有
用
さ
は
増
す
で
あ
ら
う
。
碑
氷
船
は
斯
く
し
て
ユ
ー
コ
ン
河
の
南
に
於
て
大

　
い
に
重
要
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
は
毎
冬
、
数
ヶ
月
聞
閉
ざ
さ
れ
た
場
所
も
恐
ら
く
一
年
中
航
行
す
る
事
が
出
重
る
で
あ
ら
う
◎

・
　
扁
つ
の
例
外
を
除
い
て
、
南
ア
ラ
ス
カ
の
主
な
る
諸
港
は
、
氷
に
依
っ
て
殆
ん
ど
憶
ま
さ
れ
な
い
。
ス
カ
グ
ウ
ェ
イ
、
ジ
ュ
ノ

　
一
、
コ
ル
ド
バ
、
セ
ワ
！
ド
は
勿
論
、
パ
ン
ハ
ン
ド
ル
地
方
に
於
け
る
諸
港
に
隔
て
は
全
然
困
難
は
な
い
。
ア
ラ
ス
カ
の
主
要
な

　
る
港
、
ア
ン
カ
レ
イ
ヂ
が
氷
の
爲
に
冬
の
数
ヶ
月
聞
、
役
に
立
た
な
い
で
る
る
の
は
不
幸
な
事
で
あ
る
。
ア
ン
カ
レ
イ
ヂ
は
、
ク

　
ッ
ク
入
江
の
奥
に
位
し
、
潮
流
は
世
界
で
一
番
高
い
部
類
に
入
る
。
此
等
の
潮
流
は
氷
を
、
さ
う
し
た
動
揺
の
歌
態
に
置
い
て
ゐ

　
る
の
で
、
ア
ン
カ
レ
イ
ヂ
の
港
は
一
年
の
殆
ん
ど
牛
ば
は
役
に
立
た
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
近
代
的
の
方
法
を
用
ふ
る
事
に
依
つ

　
て
、
ア
ン
カ
レ
イ
ヂ
は
一
年
申
開
港
し
得
る
と
言
ふ
事
を
信
ず
る
観
察
者
が
あ
る
。

　
　
何
れ
に
し
て
も
、
ア
ラ
ス
カ
溝
に
臨
む
ア
ン
カ
レ
イ
ヂ
の
南
八
十
哩
の
セ
ワ
ー
ド
は
、
ア
ラ
ス
カ
織
道
の
完
成
以
來
、
ア
ン
カ

‘
レ
イ
ヂ
に
代
っ
て
冬
の
港
で
あ
っ
た
。
然
し
セ
ワ
ー
ド
も
亦
欲
黙
が
あ
る
◎
其
の
丁
度
北
に
繁
る
鐡
路
に
浩
っ
て
多
量
の
降
雪
を

　
み
る
事
は
、
冬
に
於
け
る
、
即
ち
セ
ワ
ー
ド
の
港
が
交
通
の
責
務
を
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
大
事
な
時
に
於
け
る
由
々
し
い
問
題
で
あ

　
る
。
術
其
の
上
こ
の
鐡
道
線
路
に
は
陸
軍
專
門
家
が
砲
撃
又
は
破
壌
行
爲
を
爲
す
時
に
、
破
撰
し
易
い
と
考
へ
ら
れ
る
高
い
木
製

　
歩
脚
橋
が
あ
る
。
從
っ
て
鐡
道
及
び
陸
軍
專
門
家
は
近
道
の
建
設
を
懲
悪
し
て
來
た
。
最
近
の
報
告
に
依
る
と
、
ケ
ナ
イ
牛
島
の

　
東
側
に
當
る
ボ
ー
テ
ィ
ジ
灘
を
セ
ワ
ー
ド
に
代
る
港
に
、
輻
換
す
る
準
備
が
目
下
進
め
ら
れ
て
み
る
。

　
　
然
し
な
が
ら
當
分
ア
ン
カ
レ
イ
ヂ
は
ア
ラ
ス
カ
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
市
で
あ
る
。
丁
度
共
の
背
後
に
は
ア
ラ
ス
カ
の
主
要
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な
陸
軍
建
設
物
た
る
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
鍛
塁
郭
あ
る
。
ア
ン
カ
レ
イ
ヂ
か
ら
國
有
聴
道
は
高
い
ア
ラ
ス
カ
山
脈
を
横
切
っ
て
、
北

へ
走
り
、
プ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
の
タ
ナ
ナ
、
ユ
ー
コ
ン
盆
地
に
達
す
る
ゆ
そ
し
て
其
庭
か
む
、
バ
ル
デ
ス
か
ら
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
に

延
び
る
所
の
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
道
路
に
結
び
つ
く
爲
に
、
マ
タ
又
ス
カ
賂
谷
か
ら
支
線
道
路
が
分
岐
す
る
。

皿

　
此
の
事
は
、
ア
ラ
ス
カ
の
諸
港
と
内
陸
と
を
結
び
つ
け
る
の
に
、
如
何
な
る
便
宜
が
存
在
す
る
か
と
言
ふ
問
題
に
我
々
を
逢
着

せ
し
め
る
。
先
づ
第
一
に
既
に
並
べ
た
や
う
に
セ
ワ
ー
ド
、
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
鐵
道
が
あ
る
◎
其
の
主
要
線
は
四
百
七
十
哩
の
距

離
を
走
り
、
一
年
申
貨
物
及
び
族
客
運
輸
を
し
て
み
る
。
ユ
ー
コ
ン
流
域
か
ら
海
岸
に
至
る
迄
の
運
楡
に
當
る
外
に
、
共
の
支
線

は
マ
タ
ヌ
ス
カ
難
谷
農
耕
地
並
に
激
多
の
炭
田
に
便
宜
を
與
へ
る
◎

　
カ
バ
ー
河
に
沿
っ
た
コ
ル
ド
ヴ
ァ
内
陸
か
ら
の
鐵
道
は
｝
九
三
八
年
に
蓮
輻
を
休
止
し
た
が
、
再
び
開
通
す
る
で
あ
ら
う
。
更

に
重
要
な
の
は
、
ス
カ
ブ
ヴ
ェ
イ
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
・
パ
ス
を
横
切
っ
て
ユ
ー
ゴ
ン
地
方
の
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ
ー
ス
に
至
る
三
道
で
あ

る
。
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ
ー
ス
か
ら
貨
物
及
び
乗
客
は
ユ
ー
コ
ン
河
を
ド
ー
ソ
ン
及
び
ア
ラ
ス
カ
の
廣
聖
な
る
内
陸
流
域
ま
で
船
で

下
る
◎
ア
ラ
ス
カ
鐵
道
の
檬
に
ホ
ワ
イ
ト
・
パ
ス
線
は
年
申
開
通
し
て
み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
海
岸
か
ら
ア
ラ
ス
カ
内
陸
に
通
す
る
道
路
と
云
ふ
名
に
相
懸
し
い
唯
一
の
道
が
あ
る
。
即
ち
バ
ル
デ
ス
か
ら
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス

に
至
る
三
百
七
十
一
哩
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
公
路
で
あ
る
◎
と
れ
は
独
い
羊
腸
た
る
道
路
で
鋪
装
し
て
な
い
◎
公
路
の
或
部
分
は

毛
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毎
年
一
特
に
峠
に
経
て
は
i
雪
で
閉
ざ
さ
れ
る
◎
然
し
乍
ら
、
近
代
の
除
雪
機
械
の
使
用
で
道
路
は
疑
ぴ
も
な
く
最
悪
の
天
候
を

除
い
て
年
戦
績
け
て
開
通
す
る
事
が
出
來
る
。
叉
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
か
ら
サ
ー
ク
ル
迄
は
ス
テ
ィ
ー
ズ
公
路
な
る
立
派
な
道
路
が

あ
る
◎
雪
は
ア
ラ
ス
カ
山
脈
の
南
よ
り
も
内
陸
に
於
て
は
一
贋
乾
燥
し
て
居
ゆ
量
が
少
い
◎
從
っ
て
こ
の
理
由
か
ら
南
海
岸
よ
り

も
ユ
ー
コ
ン
流
域
に
激
て
道
路
を
開
通
さ
せ
て
置
く
事
は
一
層
容
易
し
い
。
實
際
に
ベ
ー
リ
ン
グ
海
及
び
北
極
海
岸
の
大
吹
雰
を

除
け
ば
、
ア
ラ
ス
カ
大
吹
雪
は
ミ
ネ
ソ
タ
及
び
ダ
コ
タ
ス
大
吹
雪
の
様
に
夫
程
我
々
を
摘
ま
さ
な
い
。
多
く
の
道
や
小
鰭
は
内
陸
森

林
地
帯
の
各
地
を
曲
り
く
ね
り
通
過
ザ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
土
地
が
凍
る
冬
期
に
開
通
す
る
。
然
し
な
が
ら
泥
や
沼
が
ジ
瓢
り

1
精
機
に
な
る
夏
に
は
不
通
と
な
る
。
從
っ
て
ア
ラ
ス
カ
の
大
部
分
が
交
通
機
關
と
し
て
頼
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
飛
行
機
で
あ
る
⇔

　
ア
ラ
ス
カ
に
於
て
は
、
貨
物
及
び
乗
客
用
と
し
て
飛
行
機
は
、
カ
ナ
ダ
及
び
ソ
聯
の
極
北
地
方
を
除
い
て
世
界
の
何
れ
の
地
よ

り
も
一
人
當
り
よ
り
高
い
比
率
で
利
用
さ
れ
て
る
る
。
一
九
三
八
年
に
ア
ラ
ス
カ
定
佳
の
白
人
の
め
い
め
い
が
購
入
し
た
飛
行
切

符
は
約
三
萬
枚
に
上
る
。
同
年
に
ア
ラ
ス
カ
飛
行
會
就
は
合
衆
國
の
凡
て
の
航
園
路
が
運
ぶ
と
同
量
の
貨
物
を
運
ん
だ
つ
ア
ラ
ス

カ
へ
飛
行
す
る
の
に
三
つ
の
方
法
が
あ
る
◎
即
ち
シ
ア
ト
ル
か
ら
の
汎
米
航
室
及
び
ユ
ー
コ
ン
、
サ
ザ
ン
會
肚
（
カ
ナ
ダ
太
畢
洋

魚
道
の
子
會
枇
）
の
二
つ
の
維
路
（
一
つ
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
よ
り
、
今
一
つ
は
エ
ド
モ
ン
ト
ン
よ
り
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
シ
ア
ト

ル
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
よ
り
汎
米
航
室
及
び
ユ
ー
コ
ン
、
サ
ザ
ン
爾
斜
高
は
一
週
七
日
の
f
汎
米
墨
室
に
依
っ
て
四
日
掛
シ
ア
ト
ル

か
ら
三
日
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
ユ
ー
コ
ン
、
サ
ザ
ン
會
肚
に
依
る
一
定
気
高
を
實
施
す
る
爲
に
協
力
す
る
。
三
等
の
ア
ラ
ス
カ

便
は
時
短
表
を
大
陸
横
噺
室
路
と
一
致
さ
せ
た
の
で
昏
夢
か
ら
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
迄
二
十
時
闇
で
達
す
る
事
が
出
來
る
。
も
う
三



時
間
飛
行
す
れ
ば
大
小
ダ
イ
オ
ミ
ー
ヅ
島
に
挾
ま
れ
た
べ
ー
リ
ン
グ
海
峡
上
の
合
衆
國
と
ソ
聯
と
の
辺
境
に
到
達
す
る
事
が
幽

來
る
◎

　
一
九
三
九
年
に
は
ア
ラ
ス
カ
に
は
約
百
七
十
五
機
の
定
期
運
航
を
し
て
み
る
飛
行
機
が
あ
り
、
閑
散
な
時
に
は
上
等
の
多
く
を

借
切
る
事
が
出
來
た
。
然
し
現
在
は
其
の
数
は
疑
ひ
も
な
く
増
加
し
て
み
る
。
此
等
の
飛
行
機
は
ア
ラ
ス
カ
の
「
大
都
市
」
か
ら

飛
行
す
る
の
み
で
な
く
時
々
、
村
落
か
ら
も
飛
ぶ
。
其
等
の
飛
行
機
で
ア
ラ
ス
カ
本
土
の
何
庭
の
地
に
も
叉
近
く
の
島
へ
も
行
く

事
が
出
來
る
。

　
メ
ー
ン
か
ら
ヂ
ョ
ー
ジ
ヤ
の
凡
て
の
滑
海
各
州
よ
り
も
面
積
が
大
で
あ
る
ア
ラ
ス
カ
の
内
陵
森
林
盆
地
に
と
っ
て
、
最
も
重
要

な
の
は
ユ
ー
コ
ン
河
と
ク
ス
コ
ク
ウ
イ
ム
河
の
一
一
つ
の
大
河
で
あ
る
。
北
米
大
陸
で
三
番
日
の
大
河
の
ユ
ー
コ
ン
河
は
六
眠
迄
の

吃
水
を
持
つ
た
雷
丸
の
汽
船
で
河
口
か
ら
千
六
百
哩
の
距
離
を
ド
ー
ソ
ン
迄
航
行
し
、
そ
し
て
も
っ
と
誓
い
吃
水
の
汽
船
で
は
，

ホ
ワ
イ
ト
・
パ
ス
鐵
道
の
絡
鮎
な
る
ホ
ワ
イ
ト
。
パ
ス
雪
面
三
百
哩
航
行
し
得
る
◎

　
ク
ス
コ
ク
ウ
イ
ム
河
は
マ
ッ
ク
・
グ
ラ
ス
か
ら
海
迄
三
百
三
十
哩
航
行
が
出
來
る
。
爾
河
と
も
五
月
か
ら
十
月
迄
汽
船
の
通
行

が
可
能
で
あ
る
。

　
交
易
の
動
脈
と
し
て
の
此
等
の
二
つ
の
水
路
の
償
値
は
連
水
陸
路
が
幅
約
二
十
哩
、
高
さ
二
十
吠
の
ベ
ー
リ
ン
グ
海
近
く
の
黙

で
、
二
つ
の
河
が
合
流
す
る
事
に
依
っ
て
檜
署
す
る
で
あ
ら
う
。
其
庭
で
は
そ
の
様
な
運
河
を
滞
る
事
は
簡
軍
で
安
贋
で
あ
ら

う
。
そ
し
て
交
通
の
内
部
線
を
改
良
す
る
事
に
依
っ
て
ア
ラ
ス
カ
の
防
禦
に
貢
…
獄
を
な
す
で
あ
ら
う
。

　
　
　
ア
ラ
ス
カ
へ
の
ル
ー
ト
　
（
花
村
課
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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同
じ
密
な
目
標
か
ら
イ
リ
ア
～
ム
ナ
語
源
嚇
ク
ッ
ク
入
江
か
ら
計
っ
て
二
十
哩
に
足
ら
な
い
庭
を
通
る
道
路
を
廣
く
し
改
良
す
る

案
が
提
繊
さ
れ
て
る
る
¢
イ
リ
ア
ム
ナ
湖
及
び
ベ
ー
リ
ン
グ
海
へ
注
ぐ
其
の
水
路
上
を
走
る
汽
船
と
共
同
し
て
用
ぴ
ら
れ
る
、
斯
．

様
な
道
路
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
灘
か
ら
ア
ラ
ス
カ
遡
に
潰
ふ
諸
黙
へ
の
交
通
に
封
ず
る
貴
重
な
る
短
路
と
な
ら
う
。

　
ア
ラ
ス
カ
の
交
通
鎖
に
於
け
る
最
も
弱
い
三
殿
は
合
衆
國
と
海
に
依
っ
て
蓮
結
す
る
そ
れ
で
あ
る
。
パ
ン
ハ
ン
ド
ル
地
方
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
イ
カ
ル
ド

港
へ
向
ふ
ビ
ュ
ー
ゼ
ッ
ト
・
サ
ウ
ン
ド
か
ら
の
船
は
普
通
内
側
航
行
を
す
る
。
こ
れ
は
英
領
讐
襟
ン
ビ
や
及
び
ア
ラ
ス
カ
の
峡
灘

的
海
岸
に
澹
っ
て
聾
児
な
島
々
の
迷
路
を
縫
ふ
様
に
し
て
通
る
所
の
、
曲
り
く
ね
っ
た
素
晴
し
い
景
色
の
航
路
で
あ
る
。
と
れ
は

ア
ラ
ス
カ
の
最
も
重
要
な
る
族
行
道
筋
で
あ
る
◎
ア
ラ
ス
カ
の
他
の
港
へ
向
ふ
船
は
一
般
に
公
海
を
通
る
◎
そ
れ
で
戦
時
に
は
北

太
李
洋
で
作
職
申
の
敵
國
海
軍
部
隊
に
依
っ
て
攻
撃
さ
れ
易
い
。
内
側
航
行
を
す
る
船
で
す
ら
、
こ
の
深
く
凹
ん
だ
海
摩
が
提
供

す
る
無
鍛
の
隠
れ
場
所
に
待
ち
伏
せ
て
み
る
海
上
或
ぴ
は
海
底
か
ら
の
襲
撃
者
に
依
る
攻
撃
か
ら
完
全
に
、
ま
ぬ
が
れ
る
事
は
決

し
て
出
來
な
い
で
あ
ら
う
6

　
約
言
す
れ
ば
ア
ラ
ス
カ
へ
の
交
通
及
び
ア
ラ
ス
カ
國
内
の
種
々
な
る
交
通
の
便
は
ア
ラ
ス
カ
在
住
七
萬
の
白
人
及
び
土
著
人
の

李
和
時
の
要
求
に
は
充
分
で
あ
る
と
言
へ
よ
う
。
然
し
な
が
ら
職
謡
歌
態
の
場
合
の
要
求
に
備
へ
る
爲
に
は
悲
し
い
な
が
ら
不
適

當
で
あ
る
。
太
畢
洋
に
於
て
ア
メ
リ
カ
海
軍
が
敗
北
を
喫
ダ
る
場
合
に
は
ア
ラ
ス
ガ
と
合
衆
國
と
の
交
易
は
絶
た
れ
、
飛
行
機
で

脱
出
出
亘
る
者
を
除
い
て
ア
ラ
ス
カ
人
は
、
ア
ラ
ス
カ
三
内
で
囚
人
と
な
り
、
取
り
淺
ざ
れ
た
者
は
餓
死
す
る
で
あ
ら
う
。
何
と

な
れ
ば
、
ナ
ラ
ス
カ
の
食
料
品
生
産
能
力
は
盛
ん
ど
増
大
し
て
み
な
い
か
ら
。
か
う
し
だ
事
實
は
、
塒
來
る
だ
け
可
能
の
時
期
に



西
カ
ナ
ダ
を
横
切
っ
て
ア
ラ
ス
カ
内
陸
に
至
る
近
代
的
公
路
の
建
設
の
必
要
な
る
を
誰
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

皿

　
こ
の
豫
定
主
要
公
路
に
は
種
々
の
経
路
が
提
案
さ
れ
て
る
る
。
剛
番
議
論
さ
れ
た
維
路
は
四
つ
で
あ
り
、
A
、
8
、
C
、
D
維

路
と
命
名
さ
れ
て
る
る
◎
四
つ
の
中
で
最
も
宣
冠
せ
ら
れ
て
る
る
の
は
、
A
維
路
で
あ
り
、
シ
ア
ト
ル
及
び
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら

北
へ
走
り
、
プ
リ
ン
ス
・
ヂ
ョ
ー
ジ
及
び
へ
ー
ズ
ル
ト
ン
を
通
っ
て
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ
ー
ス
及
び
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
に
蓮
す
る
も
の

で
あ
る
。
シ
ア
ト
ル
か
ら
へ
ー
ズ
ル
ト
ン
に
至
る
此
の
道
路
の
約
三
分
の
一
は
既
に
出
來
て
る
る
。
然
し
共
の
一
部
だ
け
が
近
代

職
争
の
頻
繁
な
る
陸
軍
の
交
通
を
な
す
に
適
し
た
歌
態
に
あ
る
。

　
A
維
路
は
族
行
者
に
と
っ
て
多
く
の
魅
惑
が
あ
り
景
色
が
よ
い
。
然
し
共
の
黙
し
い
勾
配
と
多
く
の
轡
曲
は
比
較
的
多
額
の
建

設
費
用
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
北
太
平
洋
の
漁
っ
た
風
に
依
っ
て
蓄
積
し
た
多
量
の
雪
か
ら
冤
れ
る
爲
に
，
　
一
般
に
す
っ
と
内

陸
を
通
っ
て
み
る
。
從
っ
て
冬
期
開
開
通
さ
せ
て
置
く
事
は
斯
く
し
て
比
較
的
容
易
で
あ
ら
う
。
然
し
海
岸
に
近
い
か
ら
、
多
く

の
支
線
道
路
が
海
岸
か
ら
合
す
る
事
が
出
騰
る
。
こ
の
事
實
は
寧
ろ
軍
に
絡
勲
か
ら
で
な
し
に
、
同
時
に
幾
つ
か
の
中
聞
黙
か
ら

道
路
を
建
設
せ
し
め
得
る
で
あ
ら
う
。
虻
ハ
に
依
っ
て
建
設
の
時
駒
と
費
用
を
輕
減
す
る
事
に
な
る
。
道
路
が
完
威
す
る
と
此
等
の

支
線
道
路
上
の
交
通
に
燃
料
及
び
他
の
供
給
品
を
提
供
す
る
の
を
一
驚
容
易
な
ら
し
む
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
其
等
は
今
や
海
に

依
っ
て
の
み
接
近
し
得
る
海
岸
都
市
に
封
ず
る
出
ロ
と
し
て
役
立
つ
で
あ
ら
う
。

　
　
　
ア
ラ
ス
カ
へ
の
ル
ー
ト
　
（
花
村
課
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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A
経
路
の
主
た
る
提
案
者
た
る
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
二
千
胤
百
萬
弗
の
費
用
で
十
八
ケ
月
に
六
十
の
申
心
事
か
ら
出
早
る
と
言
ふ

て
る
る
。
ア
ラ
ス
カ
選
娼
代
議
士
た
る
ア
ン
ト
一
τ
ジ
ェ
ー
・
デ
ィ
モ
ン
ド
は
費
用
を
三
千
萬
弗
と
見
積
っ
て
み
る
。
共
等
の
撒

字
は
双
方
共
時
聞
及
び
債
格
の
限
度
を
、
職
艦
を
建
造
す
る
費
用
の
僅
か
三
分
の
一
に
匹
敵
す
る
と
看
徹
し
て
み
る
。
そ
し
て
公

路
唱
導
者
は
…
戦
艦
は
時
々
岩
礁
に
乗
り
上
げ
、
ど
の
道
十
年
も
維
て
ば
使
ひ
物
に
な
ら
な
く
な
る
が
、
之
に
反
し
道
路
は
戦
時
に

於
て
も
不
時
に
於
て
恵
常
に
債
値
と
重
要
さ
に
於
て
増
加
す
る
と
言
ふ
て
る
る
。
然
し
或
惹
批
評
家
は
其
が
海
岸
に
近
い
事
は
A

維
路
の
軍
事
上
の
致
命
的
溺
勲
で
あ
る
と
主
張
し
て
み
る
。
何
と
な
れ
ば
共
は
北
黒
雲
洋
か
ら
の
察
襲
に
道
路
を
曝
し
、
若
し
合

衆
國
が
假
令
｝
時
的
で
あ
ら
う
と
此
等
の
海
域
に
於
け
る
制
海
椹
を
無
く
す
る
糠
な
事
が
あ
れ
ば
、
敵
軍
勢
に
依
っ
て
遮
断
さ
れ

る
だ
ら
う
か
ら
。
之
に
蔑
し
て
マ
ク
．
ド
ナ
ル
ド
は
こ
の
御
厳
に
沿
っ
て
既
に
建
設
中
の
一
宗
の
飛
行
基
地
が
あ
る
上
に
、
陸
軍
部

除
が
し
ょ
う
と
思
へ
ば
容
易
に
共
の
公
路
に
滑
っ
て
駐
屯
す
る
事
が
出
罵
る
と
答
へ
て
る
る
。

　
8
経
路
は
北
の
プ
リ
ン
ス
・
ヂ
望
ー
ジ
迄
A
経
路
と
同
じ
で
あ
る
。
其
虞
か
ち
8
正
路
は
す
っ
と
内
陸
経
路
を
と
る
。
A
維
路

よ
り
も
峨
々
た
ら
ざ
る
地
麗
を
通
る
の
で
A
維
路
の
特
徴
で
あ
る
海
岸
支
線
路
が
な
い
の
で
、
建
設
に
は
唄
贋
時
日
を
要
す
る
の

で
あ
ら
う
が
費
用
は
よ
ρ
安
く
あ
が
る
。
尚
こ
の
支
線
道
路
を
歓
く
事
は
其
が
完
成
し
た
曉
に
も
、
8
公
路
に
沿
っ
て
燃
料
を
供

給
す
る
困
難
を
増
大
す
る
で
あ
ら
う
。

　
A
及
び
B
維
路
は
太
不
着
に
南
の
終
黙
を
持
っ
て
る
る
◎
そ
し
て
多
く
の
観
察
者
に
と
り
之
は
重
大
な
る
欲
黙
で
あ
る
◎
何
と

な
れ
ば
公
路
に
依
っ
て
ユ
ー
コ
ン
地
方
及
び
ア
ラ
ス
カ
へ
運
ば
れ
る
製
品
の
大
部
分
一
特
に
防
禦
機
械
i
は
南
カ
ナ
ダ
の
工
業
地



帯
及
び
ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
の
東
の
州
で
生
産
さ
れ
る
か
ら
◎
若
し
こ
の
公
路
が
A
経
路
か
8
維
路
に
潰
っ
て
建
設
さ
れ
る
な
ら
ば
、

例
へ
鳳
デ
ト
ロ
イ
ト
か
ら
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
樗
蚕
翻
す
る
貨
物
自
動
車
は
三
角
形
の
二
士
を
廻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ら
う
。
此

の
事
は
或
る
評
者
が
公
路
は
シ
カ
ゴ
か
ら
墜
子
都
市
（
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
）
、
ウ
イ
瓢
ペ
グ
を
経
て
北
極
近
く
迄
、

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
東
に
澹
ぴ
つ
製
大
草
原
を
横
切
っ
て
、
北
西
の
方
へ
眞
直
ぐ
に
走
る
事
に
依
っ
て
東
部
工
業
中
心
地
と
ア
ラ
ス

カ
間
に
直
線
を
作
る
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

V

　
一
際
其
の
糠
な
直
線
道
路
に
劃
し
て
は
二
つ
の
提
案
が
あ
る
。
即
ち
C
及
び
D
維
路
で
あ
る
。
・
此
等
の
二
つ
共
、
エ
ド
モ
ン
ト

ン
か
ら
国
手
し
其
虞
で
南
及
び
東
に
放
散
す
る
既
設
公
路
と
熊
野
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
隠
隠
は
ピ
ー
ス
・
リ
バ
ー
の
町
ま

で
エ
ド
モ
ン
ト
ン
か
ら
北
へ
同
じ
維
路
を
ど
る
。
こ
逗
で
二
つ
は
分
れ
て
，
C
眼
路
は
フ
ォ
ー
ト
・
セ
ン
ト
・
ジ
翼
ン
及
び
フ
ォ

ー
ト
・
ネ
ル
ソ
ン
を
維
細
し
更
に
西
の
夢
路
を
と
る
。
讃
者
は
此
虚
に
載
せ
た
地
廻
か
ら
氣
附
か
れ
る
様
に
、
フ
ォ
ー
ト
・
ネ
ル

ソ
ン
か
ら
先
は
二
つ
の
道
筋
が
示
唆
さ
れ
る
。
　
叫
つ
は
フ
ラ
ン
セ
ス
。
レ
ー
ク
で
聡
経
路
と
蓮
絡
す
る
も
の
、
他
は
A
維
路
と
ホ

ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
で
蓮
絡
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
此
の
二
つ
の
維
路
の
中
、
何
れ
を
採
る
に
し
て
も
、
C
経
路
は
可
な
り
眞
直
ぐ
で
一
層
挙
坦
な
地
域
を
通
る
の
で
、
A
叉
は
露

纏
路
と
比
較
し
て
建
設
費
用
の
節
約
と
な
り
、
叉
ア
メ
リ
カ
の
東
部
諸
都
市
と
ア
ラ
ス
カ
内
陸
と
の
闇
の
哩
緻
に
於
て
も
、
大
な

　
　
　
ア
ラ
ス
カ
へ
の
ル
ー
レ
　
（
花
村
課
）
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五
六

る
節
約
と
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
提
案
の
支
持
者
達
は
．
C
維
路
は
ア
ル
ベ
ル
ク
地
方
に
於
け
る
油
田
地
域
を
一
そ
し
て
恐
ら
く

英
領
3
賞
ン
ビ
や
油
田
地
域
を
も
一
通
過
す
る
の
で
之
は
恐
ら
く
燃
料
の
問
題
を
大
い
に
簡
輩
に
す
る
で
あ
ら
う
。
油
は
多
年
カ

ル
ガ
リ
の
南
及
び
東
の
油
田
で
産
娼
さ
れ
て
來
た
。
一
方
エ
ド
モ
ン
ト
ン
の
北
二
百
五
十
哩
で
近
々
精
製
工
程
に
入
る
豫
定
の
マ

ッ
ク
マ
リ
近
く
の
ア
バ
サ
ン
ド
石
油
落
零
の
工
場
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
、
自
動
箪
用
ガ
ソ
リ
契
及
び
道
路
錨
装
用
材
料
を
「
必
要
量

は
ど
れ
だ
け
で
も
」
生
産
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
油
田
の
油
砂
は
一
千
億
バ
レ
ル
の
油
を
含
ん
で
み
る
と
見
積
ら
れ
て
み
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
C
経
路
は
8
纏
路
と
同
じ
様
に
支
線
道
路
が
な
い
の
で
、
費
用
が
掛
り
時
日
を
要
す
る
方
法
で
は
あ
る
が
、
道

路
を
長
く
匠
面
す
る
事
に
依
っ
て
建
設
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
從
っ
て
P
欝
欝
と
言
ふ
課
に
な
る
。
C
経
路
よ
り
少
し
長
い
が
ー
ピ

ー
ス
・
リ
バ
ー
に
於
け
る
軌
條
頭
か
ら
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
迄
計
っ
た
、
恐
ら
く
千
三
百
哩
に
封
し
千
四
百
哩
で
あ
ら
う
i
D
維
路

は
嘗
て
示
唆
さ
れ
た
他
の
如
何
な
る
公
路
よ
り
も
建
設
は
急
速
に
安
贋
に
出
煮
る
機
會
が
も
っ
と
あ
る
。
共
の
理
由
に
就
い
て
は

追
っ
て
説
明
ず
る
で
あ
ら
う
。

　
ピ
ー
ス
・
リ
バ
ー
か
ら
D
続
篇
は
起
伏
す
る
低
い
丘
の
分
水
嶺
を
横
切
っ
て
へ
1
河
流
域
迄
北
に
走
る
◎
そ
れ
か
ら
グ
レ
ー
ト

・
ス
レ
ー
ブ
湖
出
口
か
ら
丁
度
下
流
の
マ
甥
ヶ
ン
ジ
ー
河
畔
の
プ
鷲
ビ
デ
ン
ス
に
至
る
。
此
の
D
経
路
は
未
だ
ほ
ん
の
僅
か
の
部

分
し
か
開
獲
さ
れ
て
な
い
が
、
カ
ナ
ダ
に
於
け
る
最
も
良
質
の
小
無
生
潔
地
方
及
び
混
同
農
業
地
方
の
叫
つ
を
通
過
す
る
。
土
地

及
び
水
路
が
冬
期
に
双
方
共
凍
っ
た
時
、
使
用
す
る
爲
の
重
貨
物
自
動
車
道
路
は
ノ
テ
ィ
ク
ウ
ィ
ン
ー
ピ
ー
ス
・
リ
バ
ー
の
北
四

十
哩
の
年
中
開
通
公
路
の
絡
黙
i
か
ら
グ
レ
ー
ト
・
ス
レ
ー
ブ
湖
の
西
端
迄
，
此
の
部
分
を
通
じ
て
二
年
前
に
完
成
さ
れ
た
。



　
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
か
ら
先
D
経
路
は
、
北
米
で
二
番
目
の
大
河
な
る
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
河
に
併
行
し
て
、
ノ
ー
マ
ン
か
ら
上
流
へ
約

三
十
哩
な
る
キ
ー
ル
河
口
迄
下
る
。
此
薩
で
マ
ッ
歩
ン
ジ
一
河
は
ア
ラ
ス
カ
。
ユ
ー
灘
ン
道
路
系
の
最
も
近
い
黙
た
る
メ
ー
翁
か

ら
了
度
一
直
線
に
三
百
哩
以
上
で
あ
る
。
キ
ー
ル
河
及
び
其
の
支
流
に
随
っ
て
、
幾
分
沼
地
の
高
原
を
横
切
り
共
か
ら
ス
チ
ュ
ワ

ー
ト
河
の
分
岐
黙
に
滑
ひ
メ
ー
ヨ
迄
下
る
D
経
路
は
、
實
臆
意
山
間
題
と
云
へ
る
よ
う
な
問
題
は
起
き
な
い
。
何
と
な
れ
ば
何
の

鮎
で
も
三
千
灰
以
上
の
高
度
の
あ
る
所
は
無
い
か
ら
。
キ
ー
ル
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
誓
事
の
上
を
飛
ん
だ
或
る
知
名
の
飛
行
家
の
報

告
に
依
る
と
、
深
い
峡
谷
は
問
題
に
は
な
ら
な
い
が
、
徒
歩
で
な
さ
れ
た
族
行
の
有
力
な
る
報
告
に
依
る
と
、
深
い
峡
谷
は
具
合

が
悪
い
相
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
凡
て
の
恩
威
者
は
此
の
地
方
に
於
け
る
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
、
ユ
ー
獄
ン
分
水
嶺
は
低
く
て
格
別
に

高
低
が
あ
る
と
云
ふ
課
で
は
な
い
と
云
ふ
黙
で
意
見
の
一
致
を
み
て
み
る
◎

　
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
河
か
ら
メ
イ
ヨ
に
至
る
D
公
路
の
部
分
は
建
設
す
る
の
に
…
番
困
難
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
共
は
二
つ
の
絡

黙
か
ら
の
み
建
設
が
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
D
公
路
が
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
河
に
合
す
る
黙
か
ら
南
の
方
は
、
多
《

の
黙
か
ら
同
時
に
建
設
す
る
事
が
出
癖
る
。
何
と
な
れ
ば
殆
ん
ど
何
腱
で
も
鐡
道
や
開
拡
合
せ
荷
車
道
路
或
は
航
行
出
來
る
河
に

早
行
し
て
み
る
か
ら
。
建
設
材
料
は
斯
く
し
て
、
此
の
公
路
が
他
の
三
つ
の
提
案
さ
れ
た
道
路
の
何
れ
を
完
減
す
る
の
に
要
す
る

よ
り
も
、
一
締
短
い
時
日
で
完
成
出
現
る
様
に
、
必
要
な
場
所
に
は
何
虞
に
で
も
置
く
事
が
出
騰
る
。
術
叉
、
公
路
は
建
設
す
る

の
に
費
用
が
少
く
て
濟
む
。
ア
ル
ベ
ル
タ
州
の
土
木
長
官
の
W
・
A
・
フ
ァ
獄
L
は
千
二
百
萬
弗
と
費
用
を
見
積
っ
て
居
り
、
他
の

提
案
者
は
千
五
百
萬
弗
と
計
算
し
て
み
る
。

　
　
　
ア
ラ
ス
カ
へ
の
ル
ー
ト
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花
村
課
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
入

　
建
設
申
及
び
建
設
後
の
燃
料
問
題
も
叉
重
要
で
あ
る
。
D
公
路
は
C
公
路
の
様
に
南
ア
ル
ペ
ル
タ
及
び
マ
ッ
ク
・
マ
レ
．
1
で
産

出
す
る
油
を
利
用
す
る
で
あ
ら
う
。
其
の
上
に
、
D
公
路
の
北
の
部
分
は
ノ
ー
マ
ン
附
近
の
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
河
下
流
の
カ
ナ
ダ
・

イ
ム
ペ
リ
ア
ル
石
油
會
肚
の
工
場
か
ら
供
給
を
受
け
る
事
が
出
來
る
。
同
石
油
會
肚
は
一
九
二
〇
年
に
ノ
ー
マ
ン
油
田
に
最
初
の
㍉

油
井
を
堀
つ
た
◎
然
し
一
九
三
六
年
迄
、
其
の
地
方
の
需
要
生
産
を
割
の
合
は
ぬ
も
の
に
し
た
ρ
其
の
年
に
蒸
薫
蒸
卵
塔
は
、
最

近
十
年
闇
に
グ
レ
ー
ト
・
ベ
ヤ
湖
地
方
に
於
て
、
素
晴
し
く
磯
展
し
た
金
、
ラ
ジ
ュ
ウ
ム
及
び
他
の
寡
雨
に
用
ひ
ら
れ
る
大
き
な

機
械
や
川
蒸
燈
船
に
依
り
地
方
的
に
消
費
さ
れ
る
普
通
の
ガ
ソ
リ
ン
及
び
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
を
供
給
し
始
の
た
の
で
あ
る
◎
一
九
三

九
年
に
は
原
油
を
一
士
八
百
四
十
バ
レ
ル
生
産
し
、
ガ
ソ
リ
ン
、
輕
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
、
重
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
及
び
バ
ン
カ
ー
油
を
生

産
す
る
能
力
を
持
つ
た
近
代
設
備
が
整
へ
ら
れ
た
。
此
の
設
備
に
依
れ
ば
四
エ
テ
ー
ル
鉛
を
用
ふ
る
事
に
依
っ
て
八
十
オ
ク
タ
ン

よ
り
少
々
良
質
の
航
室
用
ガ
ソ
リ
ン
を
製
造
す
る
事
が
今
や
可
能
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
に
は
八
十
七
オ
ク
タ
ン
の
も
の
が
輸
入

さ
れ
た
混
合
液
艦
で
作
ら
れ
て
居
っ
た
。

　
一
九
三
八
年
に
は
イ
ム
ペ
リ
ア
ル
石
油
會
就
は
ノ
ー
マ
ン
附
近
で
二
萬
七
千
六
百
九
十
七
バ
レ
ル
を
生
産
し
た
◎
本
油
田
は
マ

ッ
ク
・
マ
リ
ー
濱
の
檬
に
、
世
界
最
大
の
一
つ
と
し
て
数
へ
ら
れ
て
は
來
な
か
っ
た
が
、
面
積
に
於
て
は
大
で
あ
る
と
知
ら
れ
て

み
る
◎
そ
れ
で
二
、
三
年
闇
充
分
な
資
本
を
投
じ
て
活
躍
に
満
ち
た
上
塗
を
す
れ
ば
、
少
く
共
ユ
」
コ
ン
地
方
及
び
ア
ラ
ス
カ
内

陸
の
商
業
的
、
軍
事
的
必
要
を
瀧
足
せ
し
む
る
に
充
分
な
量
、
年
産
激
百
萬
バ
レ
ル
の
量
を
精
油
す
る
に
足
る
原
油
を
供
給
出
來

る
と
云
ふ
成
算
が
牛
ば
あ
る
と
云
ふ
印
象
が
存
し
て
み
る
◎



　
D
公
路
に
關
す
る
限
り
、
・
ノ
ー
マ
シ
掛
田
の
油
は
道
路
を
迅
速
に
安
儂
に
作
る
の
に
役
立
つ
の
み
な
ら
す
、
完
威
の
上
は
共
の

交
通
に
手
近
の
安
い
燃
料
の
源
を
絶
え
ず
供
給
す
る
の
で
あ
る
。
尚
其
の
上
に
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
河
か
ら
ド
ー
ソ
ン
に
至
る
共
の

北
方
の
支
線
道
路
に
依
っ
て
、
C
公
路
は
ユ
ー
コ
ン
地
方
及
び
ア
ラ
ス
カ
に
共
の
地
で
建
つ
時
債
よ
り
も
、
す
っ
と
安
い
値
段
で

油
を
供
給
し
葺
け
る
事
が
出
來
る
。
D
漏
路
の
擁
護
者
は
、
ア
テ
ス
カ
の
油
の
供
給
は
i
全
然
海
路
に
依
っ
て
合
衆
國
本
土
か
ら

漏
る
の
で
あ
る
が
一
三
時
に
於
て
は
進
取
的
三
筆
に
依
っ
て
切
断
さ
れ
る
か
大
い
に
削
減
さ
れ
る
で
あ
ぢ
う
之
指
摘
し
て
み
る
。

ノ
ー
マ
ン
近
く
の
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
か
ら
マ
ッ
ケ
ン
ジ
壌
に
至
る
良
道
の
建
設
は
ア
ラ
ス
カ
を
防
禦
的
に
せ
し
め
る
最
も
主
要

な
る
段
階
の
一
つ
で
あ
る
と
彼
等
は
主
張
し
て
み
る
。
爾
叉
ノ
ー
マ
ン
か
ら
ユ
ー
コ
ン
河
系
の
航
行
の
極
黙
迄
、
逡
油
管
が
敷
設

さ
れ
る
事
が
禺
來
る
と
示
唆
し
て
み
る
◎

　
勿
論
D
経
路
は
他
の
三
つ
の
維
路
の
ど
れ
よ
り
も
太
奉
洋
か
ら
の
攻
撃
に
曝
さ
れ
る
事
は
少
い
◎
諸
腰
に
依
っ
て
起
る
困
難
の

度
合
は
大
洋
か
ら
内
陸
へ
行
く
に
從
っ
て
減
す
る
か
ら
、
冬
期
に
容
易
に
交
易
杜
絶
に
な
る
様
な
事
は
な
い
。
こ
の
瓢
に
於
い

て
、
困
難
さ
は
A
維
路
に
於
て
最
も
大
で
あ
り
、
D
経
路
に
於
い
て
最
も
少
い
。
後
者
に
淫
す
る
限
り
シ
カ
ゴ
か
ら
ピ
ー
ス
河
に

至
る
歎
千
哩
は
ピ
ー
ス
河
か
ら
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
に
至
る
範
團
よ
り
雪
に
椴
む
だ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
太
平
洋
に
吹
溜
り
を
生
す

る
彊
風
が
北
方
森
林
地
に
於
い
て
は
起
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

W

ア
ラ
ス
カ
へ
の
ル
ー
ト
　
（
花
村
課
）

五
九
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合
衆
國
と
ア
ラ
ス
カ
聞
の
航
室
路
は
シ
ア
ト
ル
か
ら
ヂ
ュ
ノ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ
ー
λ
、
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
及
び
ノ
ー
ム
迄
1

ペ
セ
ル
へ
支
線
あ
り
1
汎
太
挙
洋
航
室
に
依
っ
て
確
保
さ
れ
て
み
る
。
ホ
ワ
イ
ト
。
ホ
ー
ス
に
撃
て
汎
米
航
室
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー

及
び
エ
ド
モ
ン
ト
ン
に
走
る
ユ
ー
コ
ン
、
サ
ザ
ン
塞
路
と
蓮
饗
し
て
み
る
。
術
叉
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
河
を
下
っ
て
エ
ド
モ
ン
ト
ン
か

ら
ア
ク
ラ
ビ
ク
に
於
け
る
其
の
河
口
迄
、
カ
パ
ー
マ
イ
γ
に
至
る
支
線
と
共
に
定
期
県
勢
路
が
あ
る
。
然
t
な
が
ら
此
等
の
民
聞

會
就
に
依
っ
て
使
用
さ
れ
て
る
る
飛
行
場
、
格
納
庫
、
修
繕
工
場
等
は
防
禦
目
的
に
は
殆
ん
ど
無
魚
燈
で
あ
る
◎
從
っ
て
陸
海
軍

は
猫
自
の
基
地
を
建
設
中
で
あ
る
。
例
へ
ば
海
軍
は
シ
予
力
、
3
デ
ィ
ア
ク
島
及
び
ダ
ッ
チ
・
ハ
ー
バ
ー
に
哨
戒
機
基
地
を
増
強

し
て
み
る
。
一
方
陸
軍
は
内
陸
に
入
る
南
の
門
戸
だ
る
ア
ン
カ
レ
イ
ヂ
に
其
の
最
大
飛
行
基
地
の
一
つ
を
、
そ
し
て
寒
氣
飛
行
に

特
に
適
し
た
前
進
基
地
を
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
に
造
り
つ
製
あ
る
。

　
そ
こ
で
陸
軍
航
室
隊
の
必
要
と
す
る
も
の
は
陸
軍
自
身
必
要
と
す
る
所
の
も
の
と
去
ふ
事
に
な
る
。
内
即
ち
カ
ナ
ダ
横
断
経
路
で

あ
る
。
航
寄
寄
に
と
っ
て
此
の
事
は
、
望
む
ら
く
は
獄
ッ
キ
ー
山
脈
の
東
に
一
つ
叉
は
よ
り
多
く
の
廣
愚
な
充
分
設
備
の
整
ひ
、

防
禦
さ
れ
た
｛
鍵
の
飛
行
場
を
作
る
事
を
意
味
す
る
。
カ
ナ
ダ
及
び
ア
メ
リ
カ
爾
政
府
共
、
今
や
大
規
模
の
軍
交
通
を
行
ふ
事
が

出
來
る
檬
に
現
在
飛
行
場
の
湿
る
も
の
の
地
上
設
備
を
改
良
申
で
あ
る
。
爆
撃
機
に
就
い
て
は
問
題
な
粛
軍
で
あ
る
。
何
と
な
れ

ば
彼
等
は
合
衆
國
で
離
陸
し
ア
ラ
ス
カ
の
目
的
地
に
無
霊
感
で
飛
ぶ
事
が
出
漏
る
か
ら
、
’
其
の
航
績
距
離
の
短
い
が
爲
、
問
題
と

な
る
の
は
戦
岡
機
　
で
あ
る
。
　
騨

　
實
際
に
カ
ナ
ダ
家
事
大
臣
の
C
6
G
・
パ
ワ
ー
は
昨
年
二
月
干
飯
に
カ
ナ
ダ
政
府
は
エ
ド
モ
ン
ぎ
ン
と
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ
ー
ス
聞
に



七
つ
の
飛
行
場
を
建
設
す
る
の
に
九
百
萬
弗
を
使
用
す
る
、
そ
し
て
一
九
四
剛
年
の
夏
に
完
成
の
曉
に
は
、
此
等
の
飛
行
場
は
合

衆
國
の
民
間
及
び
軍
用
飛
行
機
の
爲
に
提
供
す
る
で
あ
ら
う
と
言
明
し
た
。
　
嚇
ケ
月
後
の
三
月
十
五
日
に
カ
ナ
ダ
醜
語
大
臣
及
び

交
通
省
は
共
同
脇
明
を
禺
し
て
エ
ド
モ
ン
ト
ン
及
び
バ
ン
ク
ー
バ
ー
双
方
よ
り
北
上
す
る
一
鍵
の
飛
行
場
建
設
工
事
は
既
忙
開
始

せ
ら
れ
た
と
嚢
表
し
て
み
る
。
こ
の
獲
表
は
グ
ラ
ン
ド
・
プ
レ
ー
リ
ィ
、
フ
ォ
ー
ト
、
セ
ン
ト
。
ジ
翌
ン
及
び
ワ
ト
ソ
ン
・
レ
ー

ク
に
あ
る
現
存
飛
行
場
i
恒
等
の
凡
て
㎏
C
公
路
の
爲
に
提
案
さ
れ
た
経
路
よ
り
、
も
っ
と
南
に
滑
っ
て
あ
み
の
で
あ
る
が
一
は

軍
交
通
を
な
す
爲
に
充
分
改
良
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
ふ
事
を
意
味
す
る
檬
に
思
は
れ
る
◎
其
の
二
線
が
會
す
る
バ
ン
ク
ー
バ

ー
、
及
び
フ
ォ
ー
ト
、
セ
ン
ト
・
ジ
望
ン
の
聞
で
は
、
飛
行
場
は
カ
ム
ル
ー
プ
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
。
レ
ー
ク
、
プ
リ
ン
ス
。
ヂ
ョ

ー
ジ
及
び
プ
リ
ン
ス
・
ル
バ
ー
ト
に
至
る
道
筋
の
ス
ミ
ザ
ー
ス
に
造
ら
れ
つ
x
あ
る
◎
想
像
す
る
に
此
等
の
飛
行
場
に
封
ず
る
工

事
は
フ
ユ
ア
ヌ
ン
ク
ス
及
び
恐
ら
く
絡
り
に
は
、
ノ
ー
ム
に
至
る
国
酒
を
完
全
に
す
る
爲
に
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ
ー
ス
、
ド
ー
ソ
ン
及

び
他
の
飛
行
場
を
鑛
張
す
る
事
に
依
っ
て
補
足
さ
れ
る
で
あ
ら
う
◎

　
報
告
に
依
れ
ば
目
下
建
聡
察
の
此
等
の
飛
行
場
は
長
さ
四
千
灰
、
幅
五
百
吹
の
細
長
き
着
陸
地
、
理
事
飛
行
に
封
ず
る
完
全
な

る
照
明
設
備
及
び
如
何
な
る
種
類
の
天
候
下
に
於
て
も
、
飛
行
機
を
導
く
に
必
要
な
る
ラ
ジ
オ
機
械
総
て
を
持
つ
で
あ
ら
う
。
冬
期

に
ア
ラ
ス
カ
迄
…
戦
闘
隊
を
動
か
す
事
は
簡
箪
な
企
て
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
ま
さ
か
の
時
に
は
、
箪
輪
の
つ
い
た
飛
行
機
は
丁
度

商
業
用
飛
行
機
が
時
折
す
る
様
に
湖
水
や
河
の
氷
の
上
に
着
陸
す
る
事
も
出
來
る
か
ら
。
丁
度
述
べ
て
來
た
飛
行
場
が
鑛
張
さ
れ
、

完
成
し
た
曉
に
は
、
カ
ナ
ダ
及
び
ア
メ
リ
カ
の
戦
闘
機
を
冬
と
同
様
に
夏
に
於
て
も
容
易
に
活
動
さ
せ
る
事
が
不
潔
る
で
あ
ら
う
◎
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